
村
上
　
ま
ゆ
み

四
方
八
方
ド
イ
ツ
　

　
ニ
コ
ラ
イ
教
会
と

　
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

四
方
八
方
ド
イ
ツ
　

　
ニ
コ
ラ
イ
教
会
と

　
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

　
今
年
度
は
、校
友
会
第
52

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
る

前
の
岡
山
県
支
部
総
会
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。従
来
か

ら
岡
山
県
で
は
科
目
修
得
試

験
の
試
験
会
場
運
営
と
校
友

　
菩
提
樹
に
名
の
由
来
を
持

つ
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
、ド
イ
ツ

の
金
融
と
商
業
の
代
表
的
都

市
で
す
。商
人
と
旅
人
の
守

護
聖
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
を
敬
う

ニ
コ
ラ
イ
教
会
が
旧
市
街
の

中
心
に
あ
り
ま
す
。東
西
南

北
を
繋
ぐ
遠
方
交
易
路
の

「
ヴ
ィ
ア・レ
ギ
ア（
王
立
路
）」

と「
ヴ
ィ
ア
・
イ
ン
ペ
り（
帝

国
路
）」が
、街
の
中
心
で
交

わ
り
発
展
し
て
来
ま
し
た
。

特
に「
ヴ
ィ
ア
・レ
ギ
ア
」は
、

岡
山
県
支
部
総
会

会
活
動
が
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　
岡
山
県
試
験
会
場
に
は
、

鳥
取
県
、島
根
県
、広
島
県
、

東
部
そ
し
て
、香
川
県
な
ど

四
国
か
ら
受
験
者
来
ま
す
。

特
に
島
根
や
鳥
取
か
ら
来
ら

れ
る
方
は
気
の
毒
に
思
い
ま

す
。新
幹
線
の
通
ら
な
い
地

域
で
学
習
し
て
い
る
学
生
に

と
っ
て
は
、文
字
通
り「
一
日

仕
事
」で
す
。し
か
し
、単
位

修
得
の
た
め
、科
目
修
得
試

験
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
さ
て
、前
置
き
が
長
く

な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度
岡
山
県
支
部

　
令
和
５
年
７
月
29
日
㈯
午

前
11
時
か
ら
諫
早
市
の
長
崎

日
本
大
学
学
園
教
育
セ
ン

タ
ー「
明
倫
館
」に
お
い
て
、

長
崎
県
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

実
に
４
年
ぶ
り
に
対
面
方
式

で
開
催
し
た
会
合
で
は
、校

友
７
名
が
出
席
し
ま
し
た

（
委
任
状
53
名
提
出
）。

　
会
次
第
に
従
い
、支
部
長

挨
拶
の
後
、議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　
議
題
と
し
て
、【
第
１
号
議

案
】令
和
４
年
度
活
動
報
告
、

長
崎
県
支
部
総
会

【
第
２
号
議
案
】令
和
４
年

度
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
、【
第
３
号
議
案
】令
和
５

年
度
事
業
計
画
案
、【
第
４

号
議
案
】令
和
５
年
度
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、審
議
の
結

果
、す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、本
県
で
10
月
21

日
㈯
に
開
催
す
る
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
に
備
え
、開
催

要
領
を
最
終
確
認
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、今
回
の
総
会
で

は
、支
部
の
愛
称
を「
日
大

長
崎
桜
信
会
」と
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

校
友
の
皆
様
か
ら
親
し
み
と

愛
着
を
持
て
る
会
と
な
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、近
年
の
懸
案
事
項

と
し
て
、支
部
総
会
の
参
加

者
を
い
か
に
増
や
す
か
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。今
回
の
総
会

開
催
に
際
し
、幸
い
に
新
し

い
２
名
の
方
に
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、今
後
と
も

　
鹿
児
島
県
支
部
総
会
は
、

去
る
９
月
30
日
㈯
、午
前
11

時
30
分
か
ら
、鹿
児
島
県
上

之
園
町
19-

30「
シ
ル
ク
イ

ン
鹿
児
島
」に
於
い
て
４
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
３
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
紙
上
報
告
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
が「
５
類
」へ
移

鹿
児
島
県
支
部
総
会

行
し
た
状
況
を
勘
案
し
、対

面
方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、第
９
波
の
感
染

が
流
行
し
参
加
者
は
少
数
に

な
り
、来
年
以
降
は
多
数
の

参
加
者
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
事
業・決
算
・

監
査
報
告
を
認
定
、令
和
５

年
度
事
業
及
び
予
算
を
承

認
し
、総
会
後
は
、昼
食
を

し
な
が
ら
近
況
報
告
や
通
信

時
代
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加

時（
昭
和
40
年
代
）の
話
で
、

各
県
の
行
事
に
参
加
し
た
事

や
宿
舎
が
体
育
館
で
あ
っ
た

話
で
懐
か
し
ん
だ
。

　
ま
た
、牧
迫
幹
事
長
か
ら

は
今
年
の
オ
ー
ル
日
大
鹿
児

島
県
支
部
総
会
に
参
加
し
た

報
告
も
な
さ
れ
た
。

　
来
年
度
の
支
部
総
会
に
つ

い
て
、校
友
会
員
の
佐
々
木

勝
志
さ
ん
が
南
さ
つ
ま
市
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
な

さ
れ
て
い
る
、南
さ
つ
ま
の

歴
史
と
景
観
の
探
訪
に
つ
い

て
参
加
し
て
は
ど
う
か
と

総
会
は
四
月
十
六
日
に
、「
お

か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
」に

て
、四
名
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
前
年

度
の
事
業
報
告
並
び
に
会
計

報
告
を
行
い
ま
し
た
。今
年

度
の
最
大
の
議
題
は
、第
四

十
一
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

の
開
催
で
す
。岡
山
県
支
部

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。過
去
に
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
を
計
画
運
営
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
非
常
に
難

し
い
状
況
で
す
。前
回
、岡

山
県
で
開
催
さ
れ
た
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
の
時
に
私
が
岡

山
県
支
部
長
と
し
て
参
加
し

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、企
画
運

営
に
つ
い
て
は
、先
輩
方
に

任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
な
と
反

省
し
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
支
部
で
協
議
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
く
し
か
な

い
と
思
い
、機
会
を
見
つ
け

て
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
で

す
。し
か
し
、本
当
に
有
り

難
い
こ
と
で
す
が
、現
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
谷
川
正
徳
支

部
長
さ
ん
、前
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
新
谷
拓
也
さ
ん
に
ご

支
援
・
ご
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
無
事
に
第
四
十
一
回

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
開
催

で
き
ま
す
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
：
安
藤
　
豊
）

効
果
的
な
方
策
を
検
討
し
、

実
行
し
て
い
く
必
要
性
を
大

い
に
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

総
会
終
了
後
は
、「
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
諫
早
」に
会

場
を
移
し
、出
席
者
全
員
で

ラ
ン
チ
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
会
で
は
、食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
、近
況
を
語
り
合
い

情
報
交
換
を
行
う
な
ど
交

流
と
親
睦
を
深
め
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
で
の
再
会
と
同
会
の
成
功

を
期
し
、散
会
し
ま
し
た
。

（
文
責
：
久
野
　
幸
雄
）

い
っ
た
意
見
を
古
市
支
部
長

か
ら
提
案
し
、来
年
２
月
頃

に
会
員
に
参
加
意
向
を
尋
ね

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、人
的
交
流

が
疎
遠
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
お
互
い
に
親
睦

を
図
り
な
が
ら
、昔
の
学
生

時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
親

睦
を
重
ね
、熱
心
な
情
報
交

換
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
支
部
会
員

の
健
康
と
活
躍
を
願
い
散
会

し
た
。（

文
責
：
古
市
　
重
喜
）

中
世
・
近
世
を
通
し
て
パ
リ

か
ら
キ
エ
フ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
を
横
断
す
る
通
商
路

で
し
た
。

　
15
世
紀
半
ば
、グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
が
発
明
し
た
活
版
印

刷
術
を
逸
早
く
取
り
入
れ
、

１
４
８
１
年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

で
最
初
の
本
が
印
刷
さ
れ
ま

し
た
。16
世
紀
初
め
の
宗
教

改
革
時
に
は
関
連
す
る
本
・

小
冊
子
・
チ
ラ
シ
が
印
刷
さ

れ
、ニ
コ
ラ
イ
教
会
は
ル
タ
ー

派
教
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ッ
ハ
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
ト
ー
マ
ス
教
会
音
楽
監
督

で
あ
っ
た
１
７
２
３
年
〜
１

７
５
０
年
に
は
、ニ
コ
ラ
イ
教

会
で
も
指
揮
者
・
音
楽
教
育

者
と
し
て
活
躍
し
、彼
が
作

曲
し
た「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」や

「
ク
リ
ス
マ
ス・
オ
ラ
ト
リ
オ
」

な
ど
の
曲
が
初
演
さ
れ
ま
し

た
。バ
ッ
ハ
縁
り
の
教
会
と
し

て
彼
の
胸
像
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　
近
世
よ
り
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

は
、博
覧
会
・
書
籍
市
・
音
楽

活
動
な
ど
文
化
的
に
た
い
へ

ん
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。そ

し
て
ニ
コ
ラ
イ
教
会
は
、街
の

中
央
教
会
・
市
場
教
会
と
し

て
住
民
の
心
の
拠
り
所
だ
っ

た
の
で
す
。

　
さ
て
、笹
本
駿
二
著「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
崩
れ
る
」に
因

る
と
、１
９
８
９
年
当
時
ニ
コ

ラ
イ
教
会
内
に「
革
命
デ
モ

本
部
」が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。そ
し
て
教
会
近
く
の一室

か
ら
、ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ・
ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団

の
常
任
指
揮
者
ク
ル
ト
・マ

ズ
ア
さ
ん
と
二
人
の
仲
間
が

「
革
命
デ
モ
本
部
」に
助
言
し

注
意
を
促
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
北

し
た
ド
イ
ツ
は
米
・
英
・
仏
・

ソ
な
ど
連
合
国
に
占
領
さ

れ
、１
９
４
９
年
秋
に
体
制

の
違
う
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
分

裂
し
ま
し
た
。こ
の
旧
ド
イ

ツ
民
主
共
和
国
は
旧
共
産
圏

の
東
欧
諸
国
と
共
に
旧
ソ
連

の
衛
星
国
で
し
た
。し
か
し

米
国
に
対
抗
す
る
巨
額
の
軍

備
拡
張
は
旧
ソ
連
の
経
済
を

悪
化
さ
せ
、そ
の
衛
星
国
の

中
で
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
は「
自
主
・
独
立
路

線
」を
歩
み
始
め
ま
す
。西

ド
イ
ツ
に
逃
れ
る
東
ド
イ
ツ

の
若
者
も
増
加
の
一
途
で
し

た
。逃
亡
を
防
ぐ
た
め
西
側

諸
国
と
旧
共
産
圏
の
国
境
に

鉄
条
網
が
敷
か
れ
、１
９
６

１
年
に
は「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」

が
築
か
れ
ま
し
た
。

　
一
方
平
和
を
願
う
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
市
民
は
、80
年
代
初

め
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
教
会
で
、

毎
週
月
曜
日
17
時
か
ら「
平

和
の
祈
り
」定
期
集
会
を
開

き
ま
し
た
。ま
た「
革
命
デ

モ
本
部
」か
ら
は
全
国
に
向

け
て「
デ
モ
」の
指
令
が
発

せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
ハ
ン

ガ
リ
ー
経
由
の
東
ド
イ
ツ
脱

出
」を
図
る
若
者
は
、ハ
ン
ガ

リ
ー
西
部
の
バ
ラ
ト
ン
湖
や

ブ
タ
ペ
ス
ト
の
西
ド
イ
ツ
大

使
館
に
集
ま
り
チ
ャ
ン
ス
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。１
９
８
９

年
９
月
11
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
政

府
が
人
道
的
立
場
よ
り
西
部

国
境
を
開
放
す
る
と
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
経
由
で
大
量
の
若

者
が
西
ド
イ
ツ
に
移
動
し
ま

し
た
。89
年
と
90
年
を
合
わ

せ
る
と
、逃
亡
者
数
は
50
万

人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
同
年
の
９
月
頃
ま
で
、ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の「
平
和
の
祈

り
」集
会
は
警
察
に
排
除
さ

れ
た
り
逮
捕
者
を
出
し
て
い

ま
し
た
が
、10
月
に
な
る
と

警
察
や
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統

一党
や
シ
ュ
タ
ー
ジ（
国
家
秘

密
警
察
）も
集
会
を
肯
定
的

に
観
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。そ
し
て
同
年
11
月
９

日
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、

翌
年
３
月
旧
東
ド
イ
ツ
初
の

自
由
選
挙
が
実
施
さ
れ
、10

月
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
旧

東
ド
イ
ツ
を
吸
収
合
併
す
る

と
い
う
形
で
ド
イ
ツ
統
一
が

達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　「
東
ド
イ
ツ
革
命
」の
中
心

だ
っ
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ニ
コ

ラ
イ
教
会
は
、ド
イ
ツ
国
民

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
意
義
深

く
、現
在
た
く
さ
ん
の
参
拝

者
・
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。１
１
６
５
年
の
教
会
創

建
時
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
で

し
た
が
、16
世
紀
初
め
後
期

ゴ
シ
ッ
ク
の
ホ
ー
ル
式
教
会

と
な
り
、そ
の
後
は
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス・
バ
ロ
ッ
ク
・
疑
古
典

様
式
が
加
わ
り
ま
し
た
。そ

し
て
20
世
紀
の
修
復
で
内
装

に
フ
ラ
ン
ス
様
式
が
取
り
入

れ
ら
れ
、棕
櫚
の
木
を
思
わ

せ
る
列
柱
と
薄
い
緑
や
ピ
ン

ク
の
色
調
の
天
井
や
２
階
席

の
装
飾
は
た
い
へ
ん
独
創
的

で
す
。ま
た
教
会
の
パ
イ
プ

　 （
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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〇
八
〇-

五
〇
三
二-

一
四
六
七

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部
支
部
長

〒
225-

0005
　
横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二-

六-

二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
五-

九
〇
三-

一
八
二
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
広
報
部
長

　

  　

  

師

　田

　袈
裟
茂

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
渉
外
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

　大
学
院
支
部
長

国
際
情
報
修
士
（
日
本
大
学
）

　

  

橋

　本

　丈

　次

携
帯
〇
八
〇-

四
〇
一
一-

一
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　 

村
上
　
ま
ゆ
み

日
本
大
学
通
信
教
育
部
長

大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

 

松

　重

　充

　浩

日
本
大
学
通
信
教
育
部
事
務
局

 

事
　

務
　

局
　

長 

髙

　𣘺

　
　
　潤

 

事
務
局
次
長 

鷲

　頭

　敏

　博

 

事
　
務
　
長 

栁

　川

　浩

　昭

 

経
　
理
　
長 

清

　野

　正

　昭

　
　
　

〒
102-

8005
　
千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

目
黒
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校  

評
議
員

　

  　

  

北

　村

　周

　之

　
　
　〒
162-

0813
　
東
京
都
新
宿
区
東
五
軒
町
六-

三
四

　
　
　
　
　
　
　
　     

携
帯
　〇
九
〇-

一
六
一
五-

二
六
五
一
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